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巻頭言 

人肌のリアルオプションへ 
 

種市 健 
（東京電力（株），日本ＳＩ協会会長） 

 

 私がリアルオプションと接点をもったの

は、日本システムインテグレーション協会

の、リアルオプション研究会で、高森先生

からご指導いただいて以来であります。そ

の後、本学会の発足にも、関与してまいり

ました。 

 オプションの評価手法が、金融の世界に

とどまらず、リアルな多くの分野で研究さ

れ、大きな成果をあげ、学会員も増加しつ

つあることは、ご同慶の至りであります。

リアルオプションが、今後、ますます発展

することは、間違いのない所ですが、私の

これまでの経験から、感じていることを、

申し上げます。 

 私は、長い間、電力設備形成の計画に携

って参りました。私の時代には、日本の高

度成長が求める電力エネルギーを、膨大な

設備投資を継続して充足すること、また、

急速に進む技術革新の成果を、遅滞なく導

入して、製品である電力の質の向上、コス

トダウンをはかることが求められる、戦場

のような時代でありました。原子力やＬＮ

Ｇの導入による電源の多様化・大形化、高

電圧・大容量技術による電力流通設備の大

型化など、長期間にわたる、多階層・多様

なリアルオプションを評価し、実行してき

た、といえるのではないでしょうか。 

 一つ心がけたのは、このような戦場での

選択肢の選択と実行には、切迫した状況に

あるだけ、末端に至る全員が、その計画の

意味と、自分の役割・義務を自覚すること

が重要だ、ということです。部署毎の決裁

書に押す自分の印は、昔で云えば血判でな

ければなりません。 

 このような意味で、今後、リアルオプシ

ョンが幅広く適用され、それに基づいて、

リアルな現場が多数形成される場合には、

それが、どのような評価体系による、どん

な評価にもとづいて実行されるかを、分り

やすく、明確に示されることが望まれます。

日本人の、組織的な実行の世界では、関係

者全員が、それぞれの使命と、その因って

来ることろを理解して生ずる高いモーティ

ブが、重要であるからです。 

 リアルオプションは、云うまでもなく、

幾多の天才が、高等数学を駆使して開発し

た、金融工学のオプション価格理論をベー

スとして、発展してきました。 

 金融工学が先導してきた金融の世界は、

昨今、金融資産が実体経済を大きく越え、

その均衡の崩れから、非常事態を生じてい

ます。反面、日本は製造業の強味で育って

きましたが、今後の発展の一方向として、

金融立国論も云われています。 

 一方、日本人一般には、元来、“お足（銭）

は、お天道様の下での正しい労働に対して

授かるもの”というＤＮＡがあります。先

物市場や株で、労せずしてお金を得ること

には、一種の嫌悪感があり、企業一般にも、

バブルの経験から同様な風潮が見られます。 
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 また、「リアルオプション」という名前・

概念は、未だ、人口に膾炙した言葉とはな

っておりません。今後、これが幅広く、多

くの実績をあげることによって、当り前の

言葉になっていくかと思いますが、 

・ お金の世界発の言葉であること 

・ 一般には、ブラックボックスに見える

高度な数理に基づいていること 

などから、「遠い世界からの、胡散臭い手法」

と感じられる恐れなしとしません。 

 無い物ねだりかも知れませんが、これら

の誤った印象を与えない、前向きな、積極

的な内容を体現する、ネーミングは、ない

ものでしょうか。目的に沿って、複数あっ

ても構わないと思いますが。 

 いずれにしても、前途洋々たるリアルオ

プションが、多くの人々に、人肌に感じら

れる、身近な手法に成長されることを、心

から期待しております。

論文誌「リアルオプション研究」原稿募集のお知らせ 

日本リアルオプション学会は，査読付論文誌「リアルオプション研究」（英文名称：「Journal of Real 
Options and Strategy」）を発刊します。つきましては，掲載論文を募集しますので，ふるってご投稿下さ

い。 
 
募集する原稿 

リアルオプションおよびこれに関連する経営科学やリスクマネジメント等についての理論，実証お

よび応用に関する研究のほか，ケーススタディ，あるいはこの分野における教育方法の改善などに関

する和文または英文の論文で新規性または有用性のあるもの。他学会への二重投稿のない未公刊のも

のに限ります 
 
投稿原稿は次のアカデミック論文，プラクティス論文，研究ノートの 3 類型に分けて審査されます。

投稿時に，上記の 3 類型のいずれでの審査を希望するかについて明示してください。ただし審査の過

程で，類型の変更等をお願いすることがあります 
 
1 アカデミック論文 
学術論文の形式に則り，理論，実証および応用等に関する学術的な価値を有する研究成果の発表を

目的とするもの 
2 プラクティス論文 
実務に基づいた研究成果，実務への応用方法の研究等，主に実務に資する研究成果の発表を目的と

するもの 
3 研究ノート 
論文にまで至らない段階の調査・研究等の成果ないし経過の発表を目的とするもの 

 
詳しくは，投稿規定（http://www.realopn.jp/data/memo_article_nov2006.pdf）をご覧ください。 
 
投稿先 
投稿原稿は，以下のあて先にお送りください。電子メールで提出される場合も，ハードコピーをお

送りください。本件に関するお問い合わせも同じメールアドレスまでお送りください。 
 

〒103-0027 東京都中央区日本橋 1-4-1 日本橋 1 丁目ビル 5 階 
早稲田大学大学院ファイナンス研究科川口研究室 

『リアルオプション研究』編集係 
E-mail：journal@realopn.jp 
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